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第 67回松本歯科大学大学院セミナー 

 

日 時：7月 30日（金） 17時 00分～18時 30分 

場 所：実習館 2階総合歯科医学研究所セミナールーム 

演 者：山内 広世 先生 

（旭化成ファーマ株式会社 医薬営業本部兼医薬臨床調査センター 部長） 

 

タイトル：「カルシトニンの生物活性について」 

 

カルシトニンは血清カルシウム低下作用を示すアミノ酸32個からなるペプチドホルモン

であり、哺乳類では甲状腺から哺乳類以外では鰓後腺（さいこうせん）から分泌される。カ

ルシトニンの生物活性はラットに投与した際の血清カルシウム低下量で示され、ＭＲＣ単

位、エルカトニン単位、国際単位として表示される。しかし、このような単位がどのようにし

て作成され、どのような関係にあるのかについて記載されたものは極めて少ない。今回、

カルシトニン発見の経緯、単位の変遷、現在用いられている単位、測定法、活性測定上

の問題点、標準品の入手方法などを述べる。 

鰓後腺由来のカルシトニンの比活性は甲状腺由来のカルシトニンのそれより約 40 倍

高いとされるが、なぜ比活性が高いかについて明確な説明はない。哺乳類、鳥類、爬虫

類、魚類において血中カルシトニン濃度の高い時期を紹介し、鰓後腺由来のカルシトニ

ンの比活性が高い理由について考察したい。 

 

大学院歯学独立研究科長・硬組織疾患制御再建学講座 小澤英浩 

 


